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目　的　職場 で 発 生 す る 対 人 葛藤は 労働者の 抑 うつ 症

状 と関連 す る こ とが わ か っ て い る．一方，両者 の 関連

に お い て ， 対 人 葛藤を構成す る 具体的な 要因別に 検討

された報告は少ない ，そ こ で 本研究で は，文」人葛藤お

よ び 下位 項 目そ れ ぞれ につ い て ，労働者 の 抑 うっ 症 状

との 関連 を調べ た ．

対象 ・方法　2012 年 定期健 康診断 時に，福 岡県 内 の 製

造 ・販 売業に 従事する 労働者 （男性 4，271 名，女 性 870

名〉を対象 に，基本属性 （年齢，性別），生活習慣 （喫

煙習慣，飲酒習慣，運動習慣，睡眠時間）および body

mass 　index （BMI ），職業性 ス ト レス に つ い て 質問紙調

査 を行 っ た．職業性 ス トレ ス 簡易調査票を用 い て 対人

葛藤 （3 項 目）お よび 抑うつ 症 状 （6項 目）を測定 した．

対人 葛藤の 合計得点の 各群が お よ そ 同数とな る よ う 4

等分 し た．抑 うっ 症状 の カ ッ トオ フ 値 は，本 項 目の 某

となる The　Center　for　Epidemiologic　Studies　Depression

Scale（CES−D ）の 16 点以上 に換算した 11点以上 と し

た ．最 終 解析 対 象 者 は，有効 回答数が少 な い 女性 を 除

外 し，欠損値がない 18−60歳の 男性労働者 3，849 名 と し

た．対人 葛藤と抑うつ 症状の 関連は，多重 ロ ジス テ ィ

ッ ク 回帰分 析 （変数増加法） に よ り解析 し，調 整済オ

ッ ズ 比 （adjusted 　odds 　ratio （aOR ）） と 95％信頼区 問

（confidence 　interval（CI））を算出 した．

結　果　全 対象者 の 内，抑 うっ 症 状あ りの 者 は 41．5％

で あ っ た．まず ，対 人葛藤と抑 うっ 症 状の 単相 関 （ス

ピ アマ ン の 順 位相 関係 数） を 求め た と ころ，有意 な 正

の 相関が認められた （rs＝0．358，　 P〈0．001）．次 に，対人

葛藤が 高い 者 は低 い 者 に比 べ ，抑 うっ 症状あ りの aOR

が 3，23 を示 した．項 目別に み た aOR は 356−421 を示

し，抑 うつ 症状 ともっ とも関連 が 強か っ た 項冂は 「部

署間の うまが合わ ない 」 で あっ た．

考　察　本研究 よ り，1）職場の 対人葛藤は抑 うっ 症状

の リス ク を増大させ 得 るこ と，2）そ の 中で も 「部署間」

に お け る 対人 葛藤が抑うつ 症状ともっ とも強く関連す

る可能性 が示唆され た、

目　 的 　 こ れ ま で の 疫学研究で は ，比 較的大きな集団

を 対象 と した調査 で ，喫煙 に よ る尿 中 8一ヒ ドロ キ シ デ

オ キ シ グア ノ シ ン （8−OHdG ）量の 増加 が報告されて い

る．しか し，尿中 8−OHdG は生体 の 酸化 ス トレ ス 状態

を 反 映 して お り，喫煙 に よ る影響 を調 査 する 際，生 活

習慣 の 違い に よ る個体差を無視 で きない ，本研究 で は

禁煙 が 生 体 内 酸 化 ス トレ ス に 及 ぼす影響 に つ い て 個 人

レ ベ ル で 明 らか にす る こ と を 目的 と した．

方　法　尿サン プル は禁煙前 ， 禁煙中 ， 喫煙再開後 の 3

期間に それぞれ数 日採取 し た．採取 は起床時 か ら就寝

時ま で 2 時間お きに 行い ，測定 まで
一20℃ で 保存 し た．

8−OHdG の 測定 に は HPLC −ECD 法を用い ク レ ア チニ ン

補 正 を行っ た，採尿 日 に は喫煙時間，喫煙本数，食事

時問，食事内容，起床お よび就寝時間を記録 した．

結 果 ・考察　3 っ の 期 間 中 の 平 均 尿 中 8−OHdG 量 は喫煙

期間に 比べ 禁煙す る こ とに よ り有意 に低下 し， 約 1 ヶ

月間の 禁煙期間後 に 喫煙 を再開すると有意 に増加 し

た．実 験期問を 通 して 被験者の 喫煙習慣以外の 生 活習

慣 は変わ っ て い ない こ とか ら 8−OHdG 量 の 低下は禁煙

に よ る もの で ある と考え られ る．ま た，喫煙期間中，

喫煙前 （12 時採尿 時） と喫煙 後 2，4，6時間後 （t4，

16
，
18時採尿 時）の 尿 中 8−OHdG 量 と 禁煙期間 との 比

較 で は喫煙後 2，4 時間後 に有意に 高くなり，喫煙 に よ

る尿中 8−OHdG へ の 影響が 短 時間で 認め られ た．個人

レ ベ ル で の 喫煙 の 健 康影 響 評 価に 酸化 ス トレ ス マ ーカ

ー
で あ る尿 中8−OHdG が利用 で き る こ と を期待 した い ．
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